
「釧路市財政健全化推進プラン」説明資料

公債費の抑制
（約２４億円）

Ｈ38年度まで（16年間）の収支不足と対策
・Ｈ18～22集中改革プラン推進
・Ｈ19～企業会計（市立病院、

卸売市場 魚揚場）経営

約２８７億

公共施設見直し
（約８億円）

使用料手数料等見直し

（約１８億円）

約２６５億
卸売市場、魚揚場）経営
健全化のため繰出金倍増
Ｈ１８：１３億 →Ｈ２１：２９億

・約・約119119億円の経常的な収支不足億円の経常的な収支不足

に は 事務事業や使用料に は 事務事業や使用料

119

経常的な
収支不足
（約１１９億円）

事務事業の見直し
（約８８億円）

については、事務事業や使用料・については、事務事業や使用料・
手数料の見直し等により対応手数料の見直し等により対応

・約・約146146億円の第三セクター処理億円の第三セクター処理

約１３８億

事務経費の見直し
（約１８億円）

費用については、市役所内部の費用については、市役所内部の
努力（総人件費の抑制・事務経努力（総人件費の抑制・事務経
費等の見直し・議会改革）により費等の見直し・議会改革）により
捻出捻出

第三セクター
処理費用

（約１４６億円）

議会改革（約８億円）

総人件費の抑制
（約１２３億円）

約１４９億
※財政健全化対策については、例え
ば1億円の経費削減を16年間継続
すれば16億円の効果が生まれるこ
とになる

収支不足額 財政健全化対策

（約１２３億円）
※プランでは、当初の5年間を集中取
り組み期間としているが、特に初年
度の取り組みが重要

※16年間、単年度予算で赤字となら
収支不足額 財政健全化対策 ない対策を講じることで結果的に財

政の自由度が高まる


